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運動教室における内臓脂肪減少の判定について
藤野雅広   　馬渕博行  　増田利隆  　桃原 　司  　長尾光城 
緒 言
 は血糖や血圧，コレステロー
ル値などの動脈硬化症の危険因子が複数ある状態で
あり，肥満者に限らず非肥満者においても動脈硬化
症の発症と耐糖能異常や脂質異常症などの健康障害
は，内臓脂肪の蓄積と関係がある    ことが明ら
かとされ，内臓脂肪の減少が  
の予防につながると考えた． 
診断基準の判定にウエスト周囲径が必須項目とさ
れているが，内臓脂肪と皮下脂肪を示す方法として
は必ずしも脂肪分布に反映しないといえる．また，
腹部 検査は内臓脂肪量を判定するにはゴール
デンスタンダードではあるが，被曝の問題もあり減
量過程での脂肪分布の減少変動を評価するには困難
な点が多い．鈴木ら  は，低コストで繰り返し
検査が可能である超音波を用いて肝臓前面で測定し
た脂肪を腹膜前脂肪厚と皮下脂肪厚として，両者の
比を腹壁脂肪指数とした．腹壁脂肪指数は腹部 
検査による  比と相関関係を示し，また腹膜前
脂肪厚は内臓脂肪面積と血中脂質との間に正の相関
を示していることが報告されている．また，田所ら
は 	  
腹膜前脂肪厚と内臓脂肪面積との関係につい
て報告し，腹膜前脂肪厚の基準値について報告して
いることから，先行研究では腹部超音波法が，腹部
検査による内臓脂肪面積の計測に代用でき，腹
膜前脂肪厚が独立した指標となる可能性を示してい
ることがいえる．
そこで本研究では，内臓脂肪面積の絶対量は

であるに対して，腹壁脂肪指数は  単
位で測定され比によって判定される為に誤差を大き
くする可能性があることから，比率から絶対量への
鈴木ら  や田所	  
の方法を用いて，運動教室に
参加した女性中高齢者名を対象に，ヶ月間運動
指導によって内臓脂肪分布の減少変動を検討し超音
波計測による有用性を目的とした．
対象・方法
運動教室に参加した女性中高齢者名（年齢：
  	歳，身長：  
，体重： 	 !"，
#$： 	 !"）とした．なお，教室参加者
に対しては，ヘルシンキ宣言の趣旨に沿って事前
に調査内容を十分に説明し同意を得た．測定項目
に関しては，鈴木ら  による腹部超音波断層計測
による %&$（ ' ( )：腹壁脂肪
指数）測定法から，腹膜前脂肪の最大の厚さ *&
（++ ' ,!）を独立した手法とし
て用いた 	  
．また日本肥満学会が定義している
#$（#  $)：体重 !"を身長の 乗
で割った数値）による肥満判定基準  を用い，腹
部検査によって &%（--- ' ：
皮下脂肪面積）， &%（. ' ：内臓脂肪
面積）求め，さらに面積比である  比から
以
上 あるものを内臓脂肪型肥満とし，腹部・臀部
の周囲径からはウエストヒップ比   を，/
'については皮脂厚法にて算出 し肥満判定を用
いた．血液生化学検査においても生活習慣病との関
連性があり，超音波計測との関係もある （総コ
レステロール），0123（012コレステロール），
2123（212コレステロール），4（中性脂肪），
血糖   として，運動開始前と ヶ月後の計 回
の測定を実施した．
統計学的検定は *を用いて行い，各項目
におけるデータは平均値と標準偏差で示した．超音
波断層計測による *&と  &%，4の比較におい
ては，両者の対応関係は単回帰分析を行なった．従
属変数は *&を，独立変数は  &%と 4を定め
た．次に， &%と 4の比較においては，両者の
対応関係は単回帰分析を行ない，従属変数は  &%
を，独立変数は 4を定めた．相関関係は *
積率相関関係数より算出し，各項目における平均値
の比較においては，対応のある 検定を行い，有意
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水準は  /未満（+  ）に設定した．
結 果
運動開始時と ヶ月後の体重と肥満判定の平均値
を示した（表 ）．/ 'は ヶ月後
 
/
（+  ）， &%は ヶ月後	 
（+  ），
 比は ヶ月後  （+ ），*&は ヶ
月後	 
（+ ）で有意な減少であっ
た．運動開始時と ヶ月後の血液検査の平均値を
示した（表 ）．4は ヶ月後  
"
（+ ）で有意な減少であった．
表   運動開始前と運動開始後 ヶ月での各パラメーター
の値
表  運動開始前と運動後 ヶ月での血中パラメーター
の値
ヶ月後の  &%と 4の減少量に有意な正の相
関関係（ 5  	
，+  ）が認められた（図 ）．
ヶ月後の腹部超音波断層計測 *&の減少量につ
いても，*&と  &%の減少量に有意な正の相関
関係（ 5 ，+ ）が認められた（図 ）．
*&と 4の減少量においても，有意な正の相関
関係（ 5  ，+ ）が確認された（図 ）．
考 察
内臓脂肪蓄積による肥満判定の評価や測定を簡便
に行う方法として，鈴木ら  は，腹部超音波法を用
いた方法を報告し，超音波断層計測による *&に
よる内臓脂肪の絶対量は，腹部検査による &%
と関係のある計測値であるとされ，田所ら 	  
に
よって肥満治療においても *&が減少するとされ
ている．また， &%の変化量と *&の変化量に相
関関係があるとの報告がされている．そこで，本研
図   運動開始 ヶ月後の と の減少量との関係
図  運動開始 ヶ月後の と の減少量との関係
図  運動開始 ヶ月後の と の減少量との関係
究においても，中高齢女性名を対象に運動指導を
行った際の内臓脂肪分布の減少についての結果から，
運動開始から ヶ月後に/ 'や  &%， 
比や *&に有意な減少がみられた．しかし，体重
や #$，ウエストやウエストヒップ比，&に関
しては，減少傾向を示したものの有意な差はみられ
なかった．血液生化学検査からは 4は有意に減
少を示したが，や 0123，2123と血糖値な
どは減少傾向を示すものの有意な差は見られなかっ
た．このことから，皮下脂肪よりも有意に内臓脂肪
の減少につながるのではないかと考えられる．また，
*&の脂肪厚の減少と  &%と 4減少に関連性
がみられたことから，ヶ月間運動行った中高齢者
名の変化量に関する回帰分析を行った結果， &%
と 4の減少量の間に相関関係が認められたことか
超音波計測による内臓脂肪分布の減少変動の検討 

ら  &%の減少によって 4も減少することが考え
た．このことは脂質代謝の改善に，内臓脂肪の減少
が関係するといえる．また，超音波断層計測による
*&の減少量と  &%の減少量との間においても相
関関係を示すことが確認され，*&の減少量と 4
の減少量の間には有意な相関関係が認められた．超
音波計測による *&の減少によって， &%と 4
が減少することが考えられた．超音波計測は，
検査による脂肪分布を示す面積と関係があることが
明らかとなり，*&の計測が  &%の肥満判定に代
用できる可能性を示したことから，装置の設置
がされていない場所などにおいても，超音波があれ
ば脂肪分布の判別などに，有用な指標となる可能性
があると考えられた．
結 論
本研究では，体重の減少が少なくても *&の減
少変化量が  &%と 4の変化量に相関関係を示し
た．このことは， の予防や肥
満の減量に有用となる可能性が示唆された．
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